
７月１８日は海の日
　
造
船
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。
２
０
０
３
年
ご
ろ
か
ら
世
界
は
歴
史
的

な
造
船
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
き
、
中
国
、
韓
国
で
は

造
船
所
を
新
設
し
て
受
注
の
獲
得
を
進
め
た
。

日
本
は
造
船
量
世
界
１
位
の
座
を
中
国
に
譲
り

渡
し
た
。
し
か
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
経

済
不
況
の
影
響
で
発
注
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次

ぐ
中
で
、
顧
客
と
の
信
頼
を
重
視
し
て
き
た
日

本
は
大
き
な
痛
手
を
負
わ
な
か
っ
た
。
そ
う
し

た
中
で
、
今
後
懸
念
さ
れ
る
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
。

こ
の
課
題
に
日
本
と
し
て
ど
う
立
ち
向
か
う
の

か
。
政
府
、
企
業
は
連
携
し
て
新
た
な
手
法
で

世
界
に
挑
む
。

新
市
場
・
新
分
野
開
拓
な
ど
官
民
連
携
、
３
本
柱
で

新
た
な
手
法
で
世
界
に
挑
む
日
本
の
造
船
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ロ
イ
ド
統
計
の
日
本
・
韓

国
・
欧
州
・
中
国
の
新
造
船

の
工
事
状
況
は
、
竣
工
量

こ
う

し
ゅ
ん

は

年
が
１
８
９
７
万
２
０

０
０
総

、

年
は
２
０
２

１
万
８
０
０
０
総

、

年

１
―
３
月
期
は
５
５
５
万
５

０
０
０
総

。
１
９
８
９
年

の
統
計
以
降
、

年
は
竣
工

量
が
最
も
多
い
年
と
な
っ

た
。

年
の
竣
工
量
は

年

を
上
回
る
見
通
し
だ
。

　

年
の
受
注
量
は
８
５
０

万
９
０
０
０
総

、

年
は

１
１
９
２
万
１
０
０
０
総

、

年
１
―
３
月
期
は
２

５
３
万
５
０
０
０
総

だ
っ

た
。
受
注
は
落
ち
着
き
つ
つ

あ
る
。
今
後
、
世
界
経
済
が

よ
り
回
復
す
れ
ば
、
需
要
の

伸
長
が
期
待
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
日
本
で
は

原
油
、
重
油
な
ど
を
搬
送
す

る
内
航
タ
ン
カ
ー
の
需
要
が

増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
原

発
の
稼
働
停
止
に
よ
る
電
力

不
足
に
伴
い
、
停

止
し
て
い
た
火
力

発
電
所
の
稼
働
再

開
が
相
次
ぎ
、
内

航
タ
ン
カ
ー
の
需

要
が
急
激
に
増
加

し
た
た
め
だ
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
が
見

直
さ
れ
、
液
化
天

然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ

Ｇ

タ
ン
カ
ー
の

需
要
も
伸
び
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
造
船

受
注
量
が
世
界
１

位
だ
っ
た
日
本
だ

が
、
現
在
は
中

国
、
韓
国
に
続
い

て
、
日
本
は
３
位

の
位
置
に
付
い
て

い
る
。
中
国
と
韓

国
は
政
府
主
導
に

よ
る
新
た
な
造
船

所
を
建
設
し
、
コ

ス
ト
を
下
げ
て
受

注
を
獲
得
し
て
い

っ
た
。
日
本
は
１

９
７
０
年
代
の
不

況
に
よ
っ
て
事
業
縮
小
に
追

い
込
ま
れ
た
経
験
か
ら
、
経

済
状
況
を
冷
静
か
つ
慎
重
に

見
て
行
動
を
と
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
急
激
な
造
船
所

の
拡
大
は
行
わ
ず
、
こ
れ
ま

で
通
り
顧
客
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
、
技
術
開
発
を
進
め

て
い
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
時
に
は
大
き
な
影
響
も
受

け
ず
、
中
国
・
韓
国
で
は
相

次
い
だ
発
注
の
キ
ャ
ン
セ
ル

も
日
本
で
は
な
か
っ
た
。

　

、

年
に
は
深
刻
な
需

給
ギ
ャ
ッ
プ
が
発
生
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
国
土
交
通
省
は
「
総
合

的
な
新
造
船
政
策
」
に
乗
り

出
し
た
。

年

月
に
第
１

回
検
討
会
を
開
催
し
、
７
月

６
日
に
最
終
取
り
ま
と
め
を

行
っ
た
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
は
三
つ
。
一
つ
目
は
「
業

界
再
編
」
。
日
本
の
造
船
会

社
は
数
が
多
く
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
規
模
が
小
さ
い
。
そ
の

た
め
、
技
術
開
発
へ
の
投
資

不
足
、
鋼
材
に
対
す
る
脆ぜ

い

弱
な
価
格
交
渉
力
な
ど
の

じ
ゃ
く

課
題
を
抱
え
る
。
解
決
策
と

し
て
、
産
業
活
力
再
生
法
に

よ
る
業
界
再
編
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
共
同
設
計
開
発

会
社
の
設
立
な
ど
業
務
提
携

を
推
進
す
る
。

　
二
つ
目
は
「
新
市
場
・
新

分
野
へ
」
。
造
船
技
術
を
海

洋
分
野
へ
展
開
し
、
船
舶
だ

け
な
く
メ
ガ
フ
ロ
ー
ト
、
洋

上
風
力
発
電
な
ど
に
技
術
を

活
用
し
、
官
民
が
連
携
し
て

受
注
を
獲
得
し
て
い
く
。
ま

た
、
国
際
協
力
銀
行
の
融
資

の
適
用
を
利
用
し
、
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
や
海
洋
開
発
関
連

船
舶
の
市
場
分
野
へ
の
本
格

的
な
進
出
を
目
指
す
。

　
三
つ
目
は
「
受
注
力
強
化

策
」
。
造
船
会
社
自
ら
が
出

資
す
る
船
舶
投
資
フ
ァ
ン
ド

を
設
立
し
、
海
外
か
ら
の
受

注
を
拡
大
さ
せ
る
。
ま
た
、

二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
を

％
削
減
し
た
低
燃

費
船
舶
を
世
界
に
先
駆
け
て

市
場
に
投
入
。
燃
費
性
能
を

客
観
的
に
評
価
す
る
指
標
を

デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

化
し
て
、
そ
の
優
位
性
を
世

界
中
の
船
主
に
対
し
て
積
極

的
に
売
り
込
み
、
日
本
船
の

価
値
を
高
め
、
受
注
量
を
伸

ば
し
て
い
く
。


